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全
民
児
連
で
は
、
令
和
４
（
２
０
２
３
）
年
９

月
か
ら
11
月
に
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
負
担
軽

減
や
活
動
の
充
実
・
強
化
に
向
け
た
検
討
、
お
よ

び
全
民
児
連
「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
制
度
１
０

０
周
年
活
動
強
化
方
策
」
へ
の
取
り
組
み
推
進
の

た
め
の
現
状
把
握
を
目
的
に
、「
民
生
委
員
・
児

童
委
員
活
動
の
充
実
に
向
け
た
単
位
民
児
協
活
動

状
況
ア
ン
ケ
ー
ト
」（
以
下
、
令
和
４
年
度
調
査
）

を
行
い
ま
し
た
。

　

本
稿
で
は
、
結
果
の
概
要
を
一
部
お
伝
え
し
ま

す
。

【
ア
ン
ケ
ー
ト
概
要
】

名　

称
：�

民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
の
充
実
に

向
け
た
単
位
民
児
協
活
動
状
況
ア
ン

ケ
ー
ト

対　

象
：
全
国
の
単
位
民
児
協

（�

１
０
４
１
５
件
。
法
定
以
外
の
み
な

し
単
位
民
児
協
も
含
む
）

回
答
数
：
４
８
５
４
件
（
回
答
率
46
・
６
％
）

実
施
期
間
：
令
和
４
年
９
月
23
日
～
11
月
９
日

基
準
期
間
：
令
和
４
年
７
月
１
日
～
８
月
31
日

（
一
部
設
問
で
は
、令
和
４
年
８
月
31
日
）

1.
「
単
位
民
児
協
版 

活
動
強
化
方
策
」
の

取
り
組
み

⑴ 「
単
位
民
児
協
版 

活
動
強
化
方
策
」
作
成
状
況

　

令
和
４
年
度
調
査
で
「
単
位
民
児
協
版�

活
動

強
化
方
策
」（
以
下
、
活
動
強
化
方
策
）
の
作
成
状

況
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
作
成
済
み
」
と
回
答
し
た

単
位
民
児
協
は
22
・
５
％
、「
作
成
中
」
と
回
答
し

た
単
位
民
児
協
は
３
・
８
％
で
、
活
動
強
化
方
策

に
取
り
組
む
民
児
協
は
計
26
・
３
％
で
し
た
。
一

方
、「
作
成
し
な
い
」
と
回
答
し
た
単
位
民
児
協

は
42
・
６
％
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。〔
図
１
〕

　
「
作
成
し
な
い
」
と
回
答
し
た
理
由
と
し
て
最
も

多
か
っ
た
の
は
、「
市
や
県
の
民
児
協
が
作
成
し
た

『
活
動
強
化
方
策
』
や
『
活
動
計
画
』
な
ど
に
則
っ

た
活
動
を
し
て
い
る
た
め
」（
72
・
４
％
、
複
数

回
答
）
で
し
た
。

⑵ 「
単
位
民
児
協
版 

活
動
強
化
方
策
」
を
作
成
し

て
よ
か
っ
た
こ
と

　

令
和
４
年
度
調
査
で
活
動
強
化
方
策
を
「
作
成

済
み
」
と
回
答
し
た
単
位
民
児
協
に
、
作
成
し
て

よ
か
っ
た
こ
と
を
複
数
回
答
で
聞
い
た
と
こ
ろ
、

最
も
多
い
回
答
は
「
地
域
の
実
情
・
課
題
を
把
握

す
る
こ
と
が
で
き
た
」（
78
・
０
％
）
で
し
た
。
ほ

か
に
も
、「
単
位
民
児
協
活
動
の
方
向
性
を
話
し

合
う
き
っ
か
け
と
な
っ
た
」（
58
・
３
％
）、「
メ
ン

バ
ー
ら
一
人
ひ
と
り
が
自
ら
の
活
動
を
振
り
返
る

こ
と
が
で
き
た
」（
51
・
７
％
）
は
半
数
以
上
の
民

児
協
が
あ
て
は
ま
る
と
回
答
し
ま
し
た
。〔
図
２
〕

⑶ 「
単
位
民
児
協
版 

活
動
強
化
方
策
」
作
成
・
活

用
の
工
夫

　

活
動
強
化
方
策
作
成
の
作
成
・
活
用
に
あ
た
り

工
夫
し
た
こ
と
を
自
由
記
述
で
聞
い
た
と
こ
ろ
、

６
５
７
件
の
有
効
回
答
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
１
３

５
件
（
有
効
回
答
の
20
・
５
％
）
が
「
民
児
協
に

所
属
す
る
委
員
全
員
か
ら
意
見
を
集
め
る
た
め
の

工
夫
」
に
関
す
る
回
答
で
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

多
く
の
単
位
民
児
協
で
、
全
委
員
の
意
見
を
共
有

し
、
協
議
し
な
が
ら
作
成
す
る
よ
う
工
夫
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
の
充
実
に
向
け
た

 

単
位
民
児
協
活
動
状
況
ア
ン
ケ
ー
ト
」
結
果
概
要図 1　 「単位民児協版 活動強化方策」の 

作成状況

作成済み
1,090件、
22.5％

作成中
184件、
3.8％

今後作成予定
386件、
8.0％

作成しない
2,068件、
42.6％

未定
991件、
20.4％

無回答
135件、2.8％



9 View No. 227

　

活
動
強
化
方
策
作
成
の
大
き
な
目
的
は
、
地
域

の
実
情
や
課
題
を
把
握
し
、
今
後
の
取
り
組
み
の

方
向
性
な
ど
を
単
位
民
児
協
全
員
で
協
議
、
共
有

す
る
こ
と
で
す
。

　

市
や
県
の
民
児
協
が
作
成
し
た
地
域
版
活
動
強

化
方
策
や
活
動
計
画
に
則
り
、
市
や
県
で
一
丸
と

な
っ
て
活
動
す
る
こ
と
も
重
要
で
す
が
、
同
じ
県

内
、
市
内
で
あ
っ
て
も
、
地
域
に
よ
っ
て
抱
え
る

課
題
や
実
情
が
異
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
単
位

民
児
協
版
活
動
強
化
方
策
を
作
成
す
る
こ
と
で
、

地
域
の
実
情
に
あ
っ
た
活
動
が
よ
り
明
確
に
な
り
、

単
位
民
児
協
と
し
て
取
り
組
む
活
動
の
見
通
し
が

立
て
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

今
後
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
も
と
に
、
全
民
児

連
と
し
て
も
各
民
児
協
に
お
け
る
作
成
お
よ
び
作

成
後
の
活
用
に
向
け
た
取
り
組
み
の
推
進
に
つ
い

て
検
討
し
ま
す
。

2.
単
位
民
児
協
の
コ
ロ
ナ
禍
で
の
取
り
組
み

⑴
コ
ロ
ナ
禍
の
活
動（
令
和
４
年
７
月
か
ら
８
月
）

　

令
和
４
年
度
調
査
で
、
令
和
４
年
７
月
１
日
か

ら
８
月
31
日
の
単
位
民
児
協
の
取
り
組
み
に
関
す

る
実
施
状
況
、
方
法
を
活
動
別
に
聞
い
た
と
こ
ろ
、

以
下
の
よ
う
な
結
果
で
し
た
（
①
か
ら
⑤
は
す
べ

て
複
数
回
答
）。

①
定
例
会

　

単
位
民
児
協
の
定
例
会
は
、「
感
染
対
策
し
つ
つ

対
面
」
で
実
施
し
て
い
る
と
の
回
答
が
96
・
４
％
で

最
も
多
く
、
次
い
で「
文
書
」
16
・
６
％
、「
電
話
」

６・９
％
、「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
等
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
」６・２
％
で
し
た
。

②
委
員
同
士
の
日
々
の
情
報
共
有

　

委
員
同
士
の
日
々
の
情
報
共
有
は
、「
電
話
」
で

実
施
し
て
い
る
と
の
回
答
が
73
・
９
％
で
最
も
多

く
あ
り
ま
し
た
。次
い
で「
感
染
対
策
し
つ
つ
対
面
」

56
・
５
％
、「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
等
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
」
40
・
０
％
、

「
Ｅ
メ
ー
ル
」
24
・
８
％
で
し
た
。

③
単
位
民
児
協
と
し
て
の
研
修

　

単
位
民
児
協
と
し
て
の
研
修
は
、「
感
染
対
策
し

つ
つ
対
面
」
で
実
施
し
て
い
る
と
の
回
答
が
66
・

５
％
で
最
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。
次
い
で
「
ま
っ

た
く
で
き
て
い
な
い
」
が
18
・
０
％
で
し
た
。

④
訪
問
・
相
談
活
動

　

訪
問
・
相
談
活
動
は
、「
感
染
対
策
を
し
つ
つ

対
面
」
で
実
施
し
て
い
る
と
の
回
答
が
89
・
５
％

で
最
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。
次
い
で
「
電
話
」
65
・

９
％
、「
文
書
（
手
紙
含
む
）」
23
・
３
％
で
し
た
。

⑤
民
児
協
主
催
の
地
域
福
祉
活
動

　

民
児
協
主
催
の
地
域
福
祉
活
動
（
サ
ロ
ン
や
子

ど
も
食
堂
、
住
民
と
の
交
流
の
場
づ
く
り
等
）
は
、

「
感
染
対
策
し
つ
つ
対
面
」
で
実
施
し
て
い
る
と
の

回
答
が
61
・
３
％
で
最
も
多
く
、
次
い
で
「
ま
っ

た
く
で
き
て
い
な
い
」
が
18
・
６
％
で
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
結
果
を
み
る
と
、「
単
位
民
児
協
と

し
て
の
研
修
」
お
よ
び
「
民
児
協
主
催
の
地
域
福

祉
活
動
」
は
、
約
２
割
の
民
児
協
が
「
ま
っ
た
く

で
き
て
い
な
い
」
と
回
答
し
て
お
り
、
単
位
民
児

協
活
動
の
な
か
で
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
比
較
的

大
き
く
受
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

⑵
令
和
２
年
度
以
降
の
活
動
の
変
化

　

全
民
児
連
で
は
、
令
和
２
年
３
月
か
ら
同
年
８

月
31
日
の
活
動
状
況
に
つ
い
て
聞
く
「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
を
踏
ま
え
た
単
位
民
児
協
活
動
環
境

図 2　「単位民児協版 活動強化方策」を作成してよかったこと

850件、78.0%
563件、51.7%

524件、48.1%

520件、47.7%

326件、29.9%

635件、58.3%
523件、48.0%

383件、35.1%

66件、6.1%

0 200 400 600 800 1,000

地域の実情・課題を把握することができた

メンバー一人ひとりが
自らの活動を振り返ることができた

委員一人ひとりの思いや考えを共有する
機会となり、結束が強まった

新任委員が単位民児協の実際の活動や目標を
知る機会となった

地域の社会資源を共有し、民児協内で協力して
活動に取り組むきっかけとなった

単位民児協活動の方向性を話し合う
きっかけとなった

単位民児協活動の充実・強化につながった

定例会で活発な議論ができるようになった

その他
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調
査
」（
以
下
、
令
和
２
年
度
調
査
）
を
、
今
回

と
同
様
に
単
位
民
児
協
会
長
を
対
象
と
し
て
実
施

し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
を
、
令
和
４
年
度
調
査
の

結
果
と
比
較
し
ま
し
た
。

①
定
例
会

　

定
例
会
の
実
施
方
法
は
、
２
年
間
で
あ
ま
り
変

化
は
な
く
、
令
和
２
年
度
調
査
で
最
も
多
い
回
答

は
、
感
染
対
策
を
し
つ
つ「
対
面
」（
91
・
５
％
）で

あ
り
、
次
い
で「
文
書
」（
13
・
３
％
）
で
し
た（
複

数
回
答
。
た
だ
し
、
定
例
会
を
一
時
中
止
し
た
の

ち
に
定
例
会
を
再
開
し
た
民
児
協
を
含

む
）。
令
和
４
年
度
調
査
で
も
同
様
に
、

最
も
多
い
回
答
は
「
対
面
」
で
の
実
施
で

し
た
。

②
委
員
同
士
の
情
報
共
有

　

委
員
同
士
の
情
報
共
有
方
法
は
、
２
年

間
で
変
化
が
見
ら
れ
ま
し
た
。〔
図
３
〕

　

令
和
２
年
度
調
査
で
は
、
最
も
多
い
回

答
が「
配
慮
を
し
つ
つ
対
面
」（
88
・
１
％
）

で
、次
い
で「
電
話
」（
62
・
３
％
）、「
文
書

（
郵
送
含
）」（
37
・
８
％
）
で
、「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

等
Ｓ
Ｎ
Ｓ
」
を
使
っ
て
い
る
と
の
回
答
は

18
・
４
％
で
し
た
（
複
数
回
答
）。

　

令
和
４
年
度
調
査
で
は
、
先
述
の
と
お

り
「
電
話
」（
73
・
９
％
）
と
の
回
答
が

最
も
多
く
、
ま
た
、「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
等
の
Ｓ

Ｎ
Ｓ
」
が
40
・
０
％
で
３
番
め
に
多
い
回

答
で
あ
り
、
２
年
間
で
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
等
Ｓ
Ｎ

Ｓ
の
活
用
が
大
幅
に
増
え
て
い
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
調
査
で
、「
コ
ロ
ナ
禍
の
活
動
で
単

位
民
児
協
と
し
て
工
夫
し
て
い
る
こ
と
や
新
た
に

は
じ
め
た
こ
と
」（
自
由
記
述
で
回
答
）
に
つ
い
て

聞
い
た
と
こ
ろ
、「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
等
の
活
用
」
と
の

回
答
が
多
く
み
ら
れ
、
そ
の
効
果
と
し
て
「
情
報

共
有
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
っ
た
」、「
ひ
ん
ぱ
ん
に
連

絡
・
報
告
が
で
き
、
委
員
間
の
相
談
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
増
え
た
」
と
い
っ
た
意
見
が
あ
り

ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
へ
の
対
応
と
し
て
す
す
ん
だ

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
利
用
は
、
委
員
活
動
が
し
や
す
い
環
境

づ
く
り
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

③
訪
問
・
相
談
活
動

　

令
和
２
年
度
調
査
で
は
、「
訪
問
・
相
談
活
動

を
控
え
て
い
る
」
と
の
回
答
が
19
・
４
％
で
し
た

が
、
令
和
４
年
度
調
査
で
は
、
訪
問
・
相
談
活
動

が
「
ま
っ
た
く
で
き
て
い
な
い
」
と
の
回
答
は

０
・
７
％
で
し
た
。
各
民
児
協
で
の
感
染
対
策
等

の
工
夫
に
よ
り
、
訪
問
・
相
談
活
動
を
実
施
で
き

て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

�

⑶
関
係
機
関
と
の
連
携

　

コ
ロ
ナ
禍
前
よ
り
も
民
児
協
と
し
て
の
関
わ
り

が
増
え
た
行
政
・
関
係
機
関
に
つ
い
て
、
最
も
多

い
回
答
は
「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
で
54
・

０
％
、
以
降
「
市
・
区
役
所
、
町
役
場
の
高
齢
者

担
当
部
」
41
・
６
％
、「
市
区
町
村
社
会
福
祉
協

議
会
」
39
・
１
％
と
続
き
ま
し
た
。

　

一
方
、
コ
ロ
ナ
禍
前
よ
り
も
民
児
協
と
し
て
の

関
わ
り
が
減
っ
た
行
政
・
関
係
機
関
は
、「
小
・

中
学
校
」
63
・
６
％
と
の
回
答
が
最
も
多
く
、
以

降
「
保
育
所
・
幼
稚
園
等
」
39
・
５
％
、「
自
治

会
・
町
内
会
」
29
・
７
％
と
続
き
ま
し
た
。

　

全
体
と
し
て
、
高
齢
者
関
係
の
行
政
・
関
係
機

関
と
の
関
わ
り
は
増
え
、
子
ど
も
関
係
の
行
政
・

関
係
機
関
と
の
関
わ
り
は
減
っ
て
い
ま
す
。
自
由

記
述
の
回
答
で
も
、
高
齢
者
の
状
況
に
関
す
る
情

報
共
有
や
ワ
ク
チ
ン
接
種
支
援
な
ど
で
、
地
域
包

図３　委員同士の情報共有方法 令和 2年度と令和 4年度の比較

5,483件、88.1%
3,876件、62.3%

2,352件、37.8%

724件、11.6%

1,383件、22.2%

1,143件、18.4%

17件、0.3%

191件、3.1%

15件、0.2%

0 1,000 2,000 3,000 4,000 5,000 6,000

3密回避などの配慮をしつつ対面で

電話で

文書（郵送含）で

FAXを使って

Eメールで

LINE等SNSを使って

ビデオ会議サービスを使って

その他

まったくできていない （n＝6,226、複数回答）

【令和２年度調査結果】

2,744件、56.5％

3,586件、73.9％
675件、13.9％

436件、9.0%
1,205件、24.8%

1,944件、40.0%
39件、0.8%
30件、0.6%
33件、0.7%
16件、0.3%

0 500 1,000 1,500 2,000 2,500 3,000 3,500 4,000

感染対策しつつ対面
電話

文書（手紙含む）
ＦＡＸ
Ｅメール

ＬＩＮＥ等のＳＮＳ
Ｚｏｏｍ等のＷｅｂ会議ツール

その他
まったくできていない

コロナ禍以前から実施していない

【令和４年度調査結果】

（n＝4,854、複数回答）
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括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
行
政
と
の
関
わ
り
が
増
え
た

と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

⑷
活
動
上
の
課
題

　

コ
ロ
ナ
禍
で
活
動
上
の
課
題
と
な
っ
た
こ
と
に

つ
い
て
、「
感
染
を
心
配
し
て
、
活
動
が
消
極
的
に

な
り
や
す
い
と
感
じ
る
」
が
最
も
多
く
78
・
８
％
、

次
に「
研
修
等
、
知
識
を
習
得
す
る
機
会

が
減
少
し
て
い
る
」
72
・
０
％
で
し
た
。

他
に
も
「
十
分
な
見
守
り
活
動
が
で
き
て

い
な
い
と
感
じ
る
」が
62
・
２
％
、「
新
任

委
員
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
、研
修
が
難
し
い
」が

52
・
２
％
で
あ
り
（
複
数
回
答
）、
半
数

以
上
の
民
児
協
で
活
動
上
の
課
題
と
感
じ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。〔
図
４
〕

　

な
お
先
述
の
と
お
り
、
単
位
民
児
協
の

18
・
６
％
は
民
児
協
主
催
の
地
域
福
祉
活

動
を
「
ま
っ
た
く
で
き
て
い
な
い
」
と
回

答
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
コ
ロ
ナ
禍
で

活
動
が
消
極
的
に
な
り
や
す
い
傾
向
が
読

み
取
れ
ま
す
。

　

一
方
で
、
自
由
記
述
の
回
答
か
ら
は
、

コ
ロ
ナ
禍
も
３
年
め
と
な
り
、
社
会
の
変

化
と
と
も
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
や
、
形
式

を
変
え
て
の
地
域
福
祉
活
動
の
実
施
な
ど
、

活
動
の
工
夫
や
新
た
な
実
践
が
着
実
に
す

す
ん
で
い
る
こ
と
も
う
か
が
え
ま
す
。

　

併
せ
て
、
単
位
民
児
協
の
18
・
０
％
は

単
位
民
児
協
と
し
て
の
研
修
を「
ま
っ
た
く
で
き
て

い
な
い
」と
回
答
し
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、

「
研
修
等
、
知
識
を
習
得
す
る
機
会
が
減
少
し
て

い
る
」
と
の
課
題
意
識
に
直
結
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

全
民
児
連
と
し
て
も
、
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の

結
果
も
踏
ま
え
、
民
生
委
員
の
学
び
の
機
会
の
確

保
等
、
引
き
続
き
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

3.
災
害
に
備
え
る
民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動

⑴
民
児
協
と
行
政
の
取
り
決
め
に
つ
い
て

　

災
害
に
備
え
る
民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
と

し
て
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
災
害
へ
の
対
応

に
つ
い
て
の
民
児
協
と
行
政
の
取
り
決
め
が
あ
る

か
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
あ
る
」
と
回
答
し
た
民
児

協
が
21
・
７
％
、「
検
討
中
」
が
15
・
３
％
で
し
た
。

　

一
方
で
、「
な
い
」
と
回
答
し
た
民
児
協
が
57
・

２
％
と
半
数
を
超
え
、
災
害
に
備
え
た
行
政
と
の

協
議
が
す
す
ん
で
い
な
い
地
域
も
多
い
状
況
が
わ

か
り
ま
し
た
。

　

取
り
決
め
の
内
容
に
つ
い
て
は
自
由
記
述
の
回

答
を
み
る
と
、
平
常
時
で
は
、
避
難
行
動
要
支
援

者
名
簿
作
成
時
の
協
力
に
つ
い
て
の
内
容
、
発
災

時
で
は
、
自
身
と
家
族
の
身
の
安
全
の
確
保
を
第

一
と
す
る
こ
と
や
避
難
行
動
要
支
援
者
の
避
難
支

援
な
ど
に
関
す
る
内
容
で
し
た
。

　

ま
た
、
発
災
後
で
は
、
安
否
確
認
や
見
守
り
、

避
難
所
で
の
支
援
、
自
治
会
と
の
連
携
な
ど
に
関

す
る
内
容
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

　

本
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
詳
細
は
、
全
民
児
連

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

最
後
に
、
本
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
ご
協
力
い
た
だ
い

た
単
位
民
児
協
会
長
の
み
な
さ
ま
に
、
お
礼
申
し

あ
げ
ま
す
。

図４　コロナ禍において活動上の課題となったこと（ｎ＝複数回答）

1,564件、32.2%

3,020件、62.2%

3,824件、78.8%

2,533件、52.2%

1,427件、29.4%

1,853件、38.2%

1,860件、38.3%

2,084件、42.9%

3,494件、72.0%

148件、3.0%

2,0001,5001,0005000 2,500 3,000 3,500 4,000 4,500

訪問活動に対して拒否反応のある住民がいる

十分な見守り活動ができていないと感じる

感染を心配して、活動が消極的になりやすいと感じる

新任委員へのフォロー、研修が難しい

単位民児協内での委員同士の情報共有や連携が難しい

行政や関係機関との情報共有や連携が難しい

委員の機材やインターネット環境が整わず、
Web会議等の実施が難しい

機材の操作が分からない委員がおり、
Web会議等の実施が難しい

研修等、知識を習得する機会が減少している

その他


